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山地災害に
注意しましょう

　山地災害防止キャンペーン

問農林水産課　☎７８－３１１２（内２４２）

　近年、集中豪雨による山崩れ・土石流・地
すべりなどの山地災害が多発し、人命・財産
に大きな被害が及んでいます。山崩れが起こ
る場所、危険箇所の変化を見逃さないように
しましょう。避難場所・経路も家族や地域ぐ
るみで確認し合うとともに、テレビなどの気
象情報に注意をしましょう。

問い合わせ　住民課税務班　☎７８－３１１３（内１１５）

令和8年度から町税町税の納め方が変わります！

　本町では昭和51年から、町・県民税、固定資産税、国民健康保険税については3つの税をあわせて納付する
集合徴収方式により徴収していました。このような中、国はデジタル化を推進していくうえで、自治体システムの全
国標準化を法律で定めました。これにより、全国標準となる「単税徴収方式」にすることが必要となりました。
　単税徴収方式とは、税目（町・県民税、固定資産税、国民健康保険税）ごとにそれぞれ徴収する方式です。これ
と併せて令和 8年度（来年度）から、町税の納め方も国の定める納付月に合わせ、変更となります。徴収方式の変
更に伴う納付回数や納付月については以下の表をご確認ください。

 Information+

浄化槽は正しく使いましょう

　浄化槽は微生物の働きで水の汚れを分解・浄化しています。微生物が元気になれば水を浄化する力も強く
なります。微生物が働きやすい環境にするために次のことに注意しましょう。

　浄化槽の正しい使い方

問建設課管理班　☎７８－３１００（内２３１）

　①トイレットペーパー以外の紙や物を流さない
トイレットペーパーは水に入れるとほぐれますが、
ティッシュペーパーはほぐれません。流せると表示
してあるものもありますが、薬剤がしみこませて
あったり、パイプ詰まりの原因になるので燃えるご
みに出しましょう。
　②生ごみや天ぷら油などは流さない
微生物は一度にたくさんの油を分解することができ
ません。油を流すと悪臭の原因やパイプ詰まり、微
生物を弱らせたりと浄化槽の役目が果たせなくなり
ます。生ゴミの分解も微生物が弱る原因となるので、
流さないよう気をつけましょう。

　③微生物に影響するような薬剤を使用しない
汚れを落とす力の強い洗剤は微生物にもよくありま
せん。注意書きの使用量を守り、「浄化槽対応」の
洗剤を使いましょう。消毒用アルコールをティッシュ
ペーパーにしみこませ汚れをふき取り、燃えるごみ
に出すのも洗剤を使わない方法の１つです。

通気口や送風機をふさいだり、故障して空気が送
れなくなると悪臭が発生し水を浄化する力も低下し
ます。送風機の不具合や故障は早めに修理しましょ
う。また、旅行などで留守にするときも浄化槽の
電源は切らないようにしてください。

　④通気口や送風機 (ブロワ)はふさがない
集合徴収方式（令和 7年度まで）

税目 納付回数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月

町・県民税
固定資産税
国民健康保険税

10回 1 期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期

単税徴収方式（令和 8年度以降）

税目 納付回数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月

町・県民税 4回 1 期 2期 3期 4期

固定資産税 4回 1 期 2期 3期 4期

国民健康保険税 10回 1 期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期

Ｑ 「単税徴収方式」になると、どう変わるのか？

国の制度改正に合わせた変更で大きく変わるのは、「各税目での徴収」と「納付回数」、「納付月」です。町・
県民税、固定資産税は、「納付回数」が 10回から 4回に変わります。また、それぞれ税目の「納付月」
は上記表のように決められています。なお、「納付回数」と「納付月」が変わるだけで、1年間に納め
る税額が変わることはありません。

Ｑ 口座振替はもう一度登録し直さないといけないの？

現在、口座振替で納付されている方は、改めて手続きする必要はありません。ただし、税目ごとにそれ
ぞれ別の口座から引き落としする場合や、新たに口座振替を希望される場合は手続きが必要です。

問総務課総務班　☎７８－３１１１（内２１１）

役場の宿日直業務を
民間委託します

　宿日直業務の民間委託

　町ではこれまで職員で行っていた閉庁時の業
務（宿日直業務）をR7.6/1㈰午前８時３０分
から、民間警備会社へ委託します。
　これは、職員の心身のリフレッシュや家族
サービスの時間確保などの働き方改革と、警備
体制の強化のために行うものです。委託後も、
対応体制については大きな変更はなく、戸籍届
出書類の受付や緊急時の連絡受付も引き続き
行います。町民の皆さまにはご理解とご協力を
お願いいたします。
▶戸籍届出（死亡届・婚姻届など）
警備員が届出書類を受け付けます。必要書類
や本人確認書類、印鑑をご持参ください。
※休日に戸籍届出を予定しているときは、事前
に住民課住民班にご相談ください。


